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いるもの、既存のものを当然のことと思うきらいがある。 そのため、その存在自体に疑問を持つことあまりない。さらに、そ を失ったとき、もしくは、それがないという状況に考えを及ばせることは容易なこ ではない。たとえば国籍。国籍を持って る人は、国籍があることが当然であり、日々の生活において国籍を意識す ことは稀である。一般的に国籍を意識する は、せいぜ 海外旅行際に、出入国のチェックポイントでパスポートを提示するときぐらいだろうか。特に、日本のように
国境を接する国がない島国で生活し、また、観光目的ならほとんどビザなし渡航でき 「世界一便利」な日本のパスポートを所持していると、国境の壁にぶち当たることもなければ、国籍を疑問視 るきっかけもまずない。 してや、国籍を持たない人が存在することに気づくこともないであろう。　
一般社会のみならず学術研究に
おいても、無国籍者に関する研究はあまり行われてこなかった。法学が辛うじ 無国籍の問題 触れているが、 人類学や地域研究など地域や人びとに密着し もっとも無国籍者の存在を掘 起こすことができそうな 問分野でさえ国籍者に多くの光を当ててこなかった。それは、人類学が、民族の文化や生活様式、アイデンティティなどに興味を持つ一方で、彼らの法的地位にはそれほど関心を持たずにきたためであろう。 また、
地域研究に関して言えば、研究対象国・地域がまず先にありきであるため、国に所属しない、もしくは国々のはざま いる無国籍者は、対象外となりがちであった。　
ここでは、国家を基本単位とし




















な在留資格を有しているかどうかというのがキーポイントとなる。合法的 居住権がある無 者と、それがない無国籍者では日常生活において享受できる権利、精神的安定に大きな差異 ある。居住権がないものは「非合法」とい


























備や抵触があげられる。国境を越えた人の移動が活発化し、それにともなう国々の法の交錯に、法制度が十分整備・対応しきれていない。そのため、法のはざまか こぼれ落ち無国籍になる人がいる。個人への国籍 付与は、お おの国が制定しており、大きく血統主義と出生地主義に分かれている。かつて、沖縄に多くいたアメラジアンと呼ばれる子どもたちは、父の国籍国であ アメリカの国籍法が出生地主義であり、母の国籍国である日本が父系血統であったため、日本で生まれたはどちらの 籍も与えられず無国籍となった。一九八五年、日本の国籍法が父母両系血統主義に変更し、アメラジアンの問題は改善された。しかし、各国間 法の隙間
は依然として残っている。　
第二に、領土の所有権や主権の
変更、 外交関係の変動などにより、個人の国籍が変更、喪失するケースである。例えば、一九七二年、日本と中華人民共和国が国交を回復し、一方で中華民国（台湾）との外交関係を断絶した際、日本に在住していた中華民国国籍の華僑たちのなかに無国籍となっ 人びとがいた。ほかにも、イスラエルとシリアの国境地帯であるゴラン高原に暮らすドゥルーズの多くが無国籍である。一九六七年に勃発した第三次中東戦争でイスラエルはこの村を占領し一九八一年に併合した。ドゥルーズは、イスラエル国籍を取得するこ に戸惑いを覚え無国籍者となった。日本にる朝鮮人も、彼らを取り巻く日朝関係の変動によって、実質的に無国籍となった人が少なか ずいる。このように、国際関係に影響され無 る人びとは少なくない。　
第三に、 行政的な手続きの問題、
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有して る無国籍 の場合 「再入国許可書」という茶色い冊子型の旅券が発行される。しかし、再入国許可書があればどこにでも自由に渡航できるわけではない。渡航前に、目的国の在外公館であらかじめビザを申請し、一方、日本に戻るため も再入 ビザをもらわないと出入国できない。ビザ申請に際し、無国籍者はしばしば厳しい審査がなされ、銀行残高や在職証明などさまざまな添付書類を求められる。渡航先においてビザに不備があった場合など、どの国にも入国できな という事態が発生することがある。筆者も、日
本に永住資格を有する無国籍者であったが、再入国ビザの期限が切れているとのことで日本に入国できないうえ、ほかのどの国にも入れず、国境のはざまに置き去りされるという事態に陥った経験を持つ。　
無国籍者は、海外渡航の際、ビ







代。われわれはその一員と て、この問題をど よう考えるのだうか。こうした現実を看過してよいのだろうか。国籍は、なんのためにあるのか。国境はなぜ必要のだろうか。国家や国籍、国境ど、私たちは国家を枠組みに慣親しんできた。無国籍者が抱える問題は、一カ国、地域 みでは解決できない問題である。 境を越えて立ち現れる問題であり、 境、国籍が形成されたからこそ発生した問題といっても過言ではな 。　
グローバル化の時代、こうした
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